
一

算
定
期
間
の
直
前
四
回
の
卸
電
力
取
引
市
場

に
お
け
る
非
化
石
証
書
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事

業
者
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
環
境
適
合
利
用

及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
二

年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
三
号
）
第
四
条
第
一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
非
化
石
証
書
を
い
う
。）

に
係
る
売
買
取
引
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
に
係
る
も
の
を
対
象
と
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
発
電
し
た
電
気
を
特
定
契

約
に
よ
り
電
気
事
業
者
に
対
し
供
給
す
る
事
業

に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
お
け
る
電
気
の
一
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
の
取
引
価
格
と
し
て
卸
電

力
取
引
所
が
公
表
す
る
額
を
加
重
平
均
し
た
額

一

算
定
期
間
の
直
前
四
回
の
卸
電
力
取
引
市
場

に
お
け
る
非
化
石
証
書
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事

業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及

び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
二
年

経
済
産
業
省
令
第
四
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
非
化
石
証
書
を
い
う
。）に

係
る
売
買
取
引
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

に
係
る
も
の
を
対
象
と
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
が
発
電
し
た
電
気
を
特
定
契
約

に
よ
り
電
気
事
業
者
に
対
し
供
給
す
る
事
業
に

係
る
も
の
を
除
く
。）に
お
け
る
電
気
の
一
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
当
た
り
の
取
引
価
格
と
し
て
卸
電
力

取
引
所
が
公
表
す
る
額
を
加
重
平
均
し
た
額

二
〜
四

﹇
略
﹈

二
〜
四

﹇
略
﹈

（
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
）

（
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
）

第
三
条
の
六

法
第
二
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る

認
定
事
業
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
（
た
だ
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
場
所
が
沖
縄
県
又

は
離
島
等
（
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号

イ
に
規
定
す
る
離
島
等
を
い
い
、
沖
縄
県
に
属
す

第
三
条
の
六

法
第
二
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る

認
定
事
業
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
（
た
だ
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
場
所
が
沖
縄
県
又

は
離
島
等
（
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号

イ
に
規
定
す
る
離
島
等
を
い
い
、
沖
縄
県
に
属
す

一
〜
五

﹇
略
﹈

一
〜
五

﹇
略
﹈

る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）以
外
に
属
し
、
出

力
が
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
か
つ
当
該
認
定
事
業
者

の
純
資
産
の
額
が
千
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
及
び

当
該
認
定
事
業
者
が
納
税
義
務
者（
消
費
税
法（
昭

和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
消
費
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
事
業

者
を
い
い
、
同
法
第
九
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に

よ
り
消
費
税
を
納
め
る
義
務
が
免
除
さ
れ
る
事
業

者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）で
あ
っ
て
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
の
二

に
規
定
す
る
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）で
な
い
場
合
を
除
く
。）。

る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）以
外
に
属
し
、
出

力
が
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
か
つ
当
該
認
定
事
業
者

の
純
資
産
の
額
が
千
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
を
除

く
。）。

（
一
時
調
達
価
格
の
算
定
方
法
）

（
一
時
調
達
価
格
の
算
定
方
法
）

第
三
条
の
八

法
第
二
条
の
七
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
基
準
価
格
に
百
分
の
八

十
を
乗
じ
る
方
法
（
認
定
事
業
者
が
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
で
あ
る
場
合
は
、
基
準
価
格
に
百
分

の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
に
相
当
す
る
額
を
加
え
る
方
法
）
と
す
る
。

第
三
条
の
八

法
第
二
条
の
七
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
基
準
価
格
に
百
分
の
八

十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

に
相
当
す
る
額
を
加
え
る
方
法
と
す
る
。

（
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
）

（
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
）

第
四
条

次
条
第
一
項
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四

号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
三
項

並
び
に
第
四
項
の
規
定
は
、
法
第
六
条
の
規
定
に

基
づ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
の

提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
、「
第
六
条

の
規
定
に
基
づ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
計
画
の
提
出
」
と
、「
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書

（
当
該
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
、「
様
式
第
一

に
よ
る
提
出
書
（
当
該
提
出
」
と
、「
様
式
第
二
の

二
に
よ
る
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
二
の

二
に
よ
る
提
出
書
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
申
請

書
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
書
」
と
、
同
項
第
一
号

中
「
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
」
と
、

同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら

第
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「
認
定
の
申
請
」
と
あ

る
の
は
「
提
出
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
申
請
書
」

と
あ
る
の
は
「
提
出
書
」
と
、「
認
定
の
申
請
」
と

あ
る
の
は
「
提
出
」
と
、
同
条
第
四
項
中「
認
定
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
七
条
第
一
項
の
通
知
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

次
条
第
一
項
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四

号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
三
項

並
び
に
第
四
項
の
規
定
は
、
法
第
六
条
の
規
定
に

基
づ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
の

提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
、「
第
六
条

の
規
定
に
基
づ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
計
画
の
提
出
」
と
、「
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書

（
当
該
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
、「
様
式
第
一

に
よ
る
提
出
書
（
当
該
提
出
」
と
、「
様
式
第
二
の

二
に
よ
る
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
二
の

二
に
よ
る
提
出
書
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
申
請

書
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
書
」
と
、
同
項
第
一
号

中
「
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は「
提
出
」と
、「
次

条
第
一
項
第
十
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第

一
項
第
十
一
号
」
と
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
中

「
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
」
と
、
同

条
第
三
項
中
「
申
請
書
」
と
あ
る
の
は「
提
出
書
」

と
、「
認
定
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
」
と
、

同
条
第
四
項
中
「
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
七

条
第
一
項
の
通
知
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
手
続
）

（
認
定
手
続
）

第
四
条
の
二

﹇
略
﹈

第
四
条
の
二

﹇
略
﹈

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
が
第
五
条
第
一
項
第
十
一
号
及

び
第
十
二
号
の
二
並
び
に
第
二
項
第
七
号
及
び

第
八
号
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
す
書
類

一

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
が
次
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び

第
十
二
号
の
二
並
び
に
第
二
項
第
七
号
及
び
第

八
号
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
す
書
類

二
〜
七

﹇
略
﹈

八

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
に
よ
り
発
電
さ
れ
る
電
気
を
市

場
取
引
等
に
よ
り
供
給
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、

当
該
電
気
が
、
既
に
特
定
契
約
に
よ
り
電
気
事

業
者
に
対
し
て
供
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

二
〜
七

﹇
略
﹈

八

当
該
認
定
の
申
請
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
に
よ
り
発
電
さ
れ
る
電
気
を
市

場
取
引
等
に
よ
り
供
給
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、

当
該
電
気
が
、
既
に
特
定
契
約
に
よ
り
電
気
事

業
者
に
対
し
て
供
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

取
引
の
数
量
に
よ
り
加
重
平
均
し
、
さ
ら
に
、
そ

の
額
を
同
一
の
時
間
帯
に
お
け
る
一
般
送
配
電
事

業
者
が
公
表
す
る
発
電
量
に
よ
り
加
重
平
均
し
た

額
と
す
る
。）に
第
一
号
及
び
第
二
号
の
額
を
加

え
、
さ
ら
に
、
そ
の
額
か
ら
第
三
号
及
び
第
四
号

の
額
を
控
除
す
る
（
た
だ
し
、
第
一
号
及
び
第
二

号
の
額
を
加
え
、
さ
ら
に
、
そ
の
額
か
ら
第
三
号

の
額
を
控
除
し
た
額
が
基
準
価
格
を
超
え
る
場
合

に
は
、
そ
の
額
を
基
準
価
格
と
し
、
当
該
控
除
し

た
額
か
負
の
値
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
額
を
零

と
し
た
上
で
、
第
四
号
の
額
を
控
除
す
る
方
法
と

す
る
。）。

の
数
量
に
よ
り
加
重
平
均
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
額

を
同
一
の
時
間
帯
に
お
け
る
一
般
送
配
電
事
業
者

が
公
表
す
る
発
電
量
に
よ
り
加
重
平
均
し
た
額
と

す
る
。）に
第
一
号
及
び
第
二
号
の
額
を
加
え
、
さ

ら
に
、
そ
の
額
か
ら
第
三
号
及
び
第
四
号
の
額
を

控
除
す
る
（
た
だ
し
、
第
一
号
及
び
第
二
号
の
額

を
加
え
、
さ
ら
に
、
そ
の
額
か
ら
第
三
号
の
額
を

控
除
し
た
額
が
基
準
価
格
を
超
え
る
場
合
に
は
、

そ
の
額
を
基
準
価
格
と
し
た
上
で
、
第
四
号
の
額

を
控
除
す
る
方
法
と
す
る
。）。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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